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 要 旨 
目的： 
多量飲酒は死亡リスクを上昇させるというエビデンスがある。しかし、非臨床の地域集

団における問題飲酒の長期影響はあまり明らかになっていない。本研究ではこのことに関

して、20 年以上追跡している農村部地域の代表集団において明らかにする。 
方法： 
ベースライン調査は 1980-1984 年で、2001-2004 年まで 20 年間追跡した。専門家の問診

と標準化された自己評価スケール（MALT, Munich Alcoholism Test）によって、以下の 3
群が定義された。(a)高度飲酒問題、(b)中等度飲酒問題、(c)アルコール問題なし。死亡率と

ハザード比は、いくつかの健康危険因子をロジステック回帰および Cox 回帰にて調整して

求めた。1465 人の地域集団のうち 20 年間に 448 人が死亡した。参加率は高かった。 
結果： 

MALT によるベースラインの飲酒問題者は、高度が 1.6%、中等度が 4.0%であった。20
年間において、高度飲酒問題者は飲酒問題なしに比べて早期死亡のリスクが高かった（2.4
倍）。中等度飲酒問題者は飲酒問題なしに比べて有意ではないが死亡リスクが上昇した（1.5
倍）。Cox 生存分析はロジステック回帰と同様の結果を示した。 
結論： 
飲酒問題による個人の死亡リスクを考えるときには、飲酒問題の重症度を考慮に入れる

必要がある。 

 




